
 

平成３０年山口県柔道選手権大会（男女） 

（兼） 

平成３０年全日本柔道選手権大会山口県予選会 

平成３０年全日本女子柔道選手権大会山口県予選会 

 

実施要項 

 

１ 期  日 平成３０年２月４日（日）（受付開始：９時 試合開始：１０時） 

２ 場  所 山口県維新百年記念公園スポーツ文化センター武道館 

       （山口市維新公園４－１－１   電話０８３－９２２－３７１２） 

３ 主  催 一般社団法人山口県柔道協会 

４ 主  管 山口市柔道協会   

５ 後  援 公益財団法人山口県体育協会・山口県武道振興協議会(予定) 

  ６ 参加資格（１）日本国籍を有し、一般社団法人山口県柔道協会会員で且つ公益財

団法人全日本柔道連盟に登録していること。        

（２）山口県内に居住・勤務・在学の何れかの条件を満たしていること。 

（３）女子については、平成３０年４月１３日現在において中学２年生 

以上であること。  

７ 参 加 料（１）一人２，０００円（傷害保険料を含む）            

（２）参加料は、大会当日受付時に納入のこと。           

（３）申込み締め切り後、欠場する場合も参加料を納入すること。   

８ 試合方法等（１）判定基準等 

① 試合は国際柔道連盟試合審判規定で行い、試合時間は男子、女子

とも６分間とし、延長戦は行わない。 

        ② 勝敗の判定基準は「一本」「技有」「僅差」「判定」とする。 

「僅差」とは、双方の選手間に技による評価（技有・有効）がない、 

又は同等の場合「指導」差が２あった場合に少ない選手を「僅差」

による優勢勝ちとする。 

１差以下であれば旗による「判定」で勝敗を決定する。 

（２）試合 

原則としてトーナメント戦で行う。  

９ 表 彰 等（１）第１位を山口県柔道選手権保持者として表彰する。 

（２）男子は第１位から第４位まで、女子は第１位から第３位までの入

賞者に賞状を授与する。 

（３）男子・女子とも成績上位者４名を、平成３０年３月４日(日)鳥取

県立武道館（米子市両三柳３１９２－１４）で開催予定の、中国

地区柔道選手権大会(兼)全日本柔道選手権大会中国地区予選会・

全日本女子柔道選手権大会中国地区予選会に山口県代表として出

場する資格を与える。 

１０ 監  督 中国地区予選会の監督は、大会終了後協議して決定する。 



 

 

１１ 参加申込（１）所定の申込書により電子メールにより申し込むこと。 

（２）申込締切 平成３０年１月９日（火）必着のこと。 

（３）申込み先  

          一般社団法人山口県柔道協会 事務局 

電子ﾒｰﾙアドレス： yjk@c-able.ne.jp 

          〒７５３－０８７１ 山口市朝田字引地５８１－２ 

 

１２ 組 合 せ   １月中旬、一般社団法人山口県柔道協会が決定する。 

１３ そ の 他（１）傷害保険について 

主催者は傷害保険に加入するが、万一の事故の発生に備え、各自、

傷害保険に加入するなどして万全の事故対策を講じておくこと。 

（２）遵守事項 

別添の平成３０年大会資料の資料①②を遵守すること。 

（３）個人情報について 

申込み用紙に記載されている事項（氏名・段位等）は、大会プロ

グラムに記載されます。また、大会における写真等が新聞・雑誌・

ホームページ等に掲載されることを了承されたものとして扱わせ

て頂きます。 

（４）大会に関する問合せは、一般社団法人山口県柔道協会事務局まで 

                               電話 ０８３－９２４－９５１０ 

 

 

 

 

  



 

 

平成３０年度大会資料 

 

 

 

 

 

資料① 皮膚真菌症について 

 

皮膚真菌症（トンズランス感染症）については、発症の有無を各所属の責任において

必ず確認すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に

医療機関において、的確な治療を行うこと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した

場合は、大会への出場ができない場合もある。 

 

 

 

 

 

 

資料② 脳震盪対応について 

 

 脳震盪対応については選手及び指導者は下記事項を遵守すること。 

１． 大会前１ケ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許

可を得ること。 

２． 大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。

（なお、至急、専門医（脳神経外科）の精査を受けること。） 

３． 練習の再開に関しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。 

４． 当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提

出すること。 

 

 

 

 


